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中国の環境問題中国の環境問題 概要概要



中国の地域別環境課題中国の地域別環境課題

長江の環境問題長江の環境問題
洪水洪水 天然林の伐採天然林の伐採

黄河の環境問題黄河の環境問題
砂量が増加、水不足、不安定砂量が増加、水不足、不安定

黄土高原の環境問題黄土高原の環境問題
土壌流失土壌流失⇒⇒黄河へ流れ込む黄河へ流れ込む

大西北の環境問題大西北の環境問題
砂漠化、土壌悪化砂漠化、土壌悪化



中国各地域の環境問題

沙塵暴、凍融侵蝕沙塵暴、凍融侵蝕大西北地域大西北地域

工業污染、工業污染、東北地域東北地域

水土流失、水污染、工業污染、黃河斷流、地層下陷水土流失、水污染、工業污染、黃河斷流、地層下陷華北地域華北地域

水災、洪患、工業污染、水污染、水土流失、生物物種減少水災、洪患、工業污染、水污染、水土流失、生物物種減少華中地域華中地域

伐採森林、工業污染、過度の開発による水土流失伐採森林、工業污染、過度の開発による水土流失華南地域華南地域

環境問題環境問題項目項目



大気汚染大気汚染



中国における貨物輸送量の推移中国における貨物輸送量の推移
（１９８０年～２００３年）（１９８０年～２００３年）

585873973928,71628,7167,0997,09917,24717,24753,85953,859２００３２００３

525268368327,51127,5116,7836,78315,65815,65850,68650,686２００２２００２

444465365325,98925,9896,3306,33014,69414,69447,71047,710２００１２００１

515163663623,73423,7346,1296,12913,77113,77144,32144,321２０００２０００

232359059017,55217,5524,6954,69513,05013,05035,90935,909１９９５１９９５

８８62762711,59211,5923,3583,35810,62210,62226,20726,207１９９０１９９０

４４6036037,7297,7291,9031,9038,1268,12618,36518,365１９８５１９８５

２２4914915,0535,0537647645,7175,71712,02612,026１９８０１９８０

民間航空民間航空パイプラインパイプライン水運水運道路道路鉄道鉄道貨物輸送量貨物輸送量

単位：億トンキロ （出所）『中国統計摘要 ２００４年』 水運＝海運＋内航



大気汚染について大気汚染について

日本では、日本では、SOSO22（硫黄酸化物）は既に環境基準をほとんどの地域で下回ってお（硫黄酸化物）は既に環境基準をほとんどの地域で下回ってお
り、大気汚染の大きな課題にはなっていないが、発展途上国、特に中国では現在り、大気汚染の大きな課題にはなっていないが、発展途上国、特に中国では現在
SOSO２２が大気汚染最大の課題である。が大気汚染最大の課題である。

中国は現在、世界最大の中国は現在、世界最大のSOSO２２排出国であり、年間約２１００万トンを排出してい排出国であり、年間約２１００万トンを排出してい
る。エネルギー消費量がわが国の約１．５倍であるにもかかわらず、る。エネルギー消費量がわが国の約１．５倍であるにもかかわらず、SOSO２２排出量排出量
は２０倍を超えているは２０倍を超えているNoxNox排出量はまだそれほど多くはないが、自動車台数は排出量はまだそれほど多くはないが、自動車台数は
年々１００万台以上の伸びを示しており、しかも、１台当たりの排出ガス量は先進年々１００万台以上の伸びを示しており、しかも、１台当たりの排出ガス量は先進
国の比ではない。したがって、国の比ではない。したがって、NoxNoxも２１世紀前半には見過ごせない課題になるも２１世紀前半には見過ごせない課題になる
事が予想される。事が予想される。

主な地域の環境中の主な地域の環境中のSOSO22濃度を見てみる。濃度を見てみる。19961996年の年のSOSO22濃度の年間平均を濃度の年間平均を
見ると、中国大陸西南部の重慶市が見ると、中国大陸西南部の重慶市が0,3210,321ｍｇｍｇ//㎥㎥、貴陽市が、貴陽市が0,4180,418ｍｇｍｇ//㎥㎥で、で、
特に高濃度を示している。これはわが国で最もＳＯ特に高濃度を示している。これはわが国で最もＳＯ２２濃度が高かった濃度が高かった19671967年当時年当時
を遥かに凌いでいる。貴陽市、重慶市はを遥かに凌いでいる。貴陽市、重慶市は19881988～～9696年までのデータを見ても他の年までのデータを見ても他の
地域を遥かに上回っている。これは、中国西南地域の石炭中の硫黄含有量が大地域を遥かに上回っている。これは、中国西南地域の石炭中の硫黄含有量が大
きく反映しているものと推定される。きく反映しているものと推定される。



世界主要都市の硫黄酸化物汚染ワースト20



大気汚染大気汚染

(2) (2) 二酸化硫黄、煤塵、総浮遊粒子状物質が低下二酸化硫黄、煤塵、総浮遊粒子状物質が低下
傾向だが、高水準で推移。二酸化硫黄排出量は約傾向だが、高水準で推移。二酸化硫黄排出量は約
20002000万トン（万トン（20022002年年19271927万トン、万トン、20032003年年21592159
万トン）、世界最大、日本の２０数倍万トン）、世界最大、日本の２０数倍
20032003年、都市部の国家環境基準（年、都市部の国家環境基準（22級、居住に適級、居住に適
切）の達成率は切）の達成率は41.7%41.7%
都市人口の都市人口の63.6%63.6%（約（約2.22.2億人）が何らかの大気億人）が何らかの大気
汚染にさらされている汚染にさらされている
都市部で自動車排ガス汚染が顕在化都市部で自動車排ガス汚染が顕在化
農村での工業化（郷鎮企業）、都市汚染源の移転な農村での工業化（郷鎮企業）、都市汚染源の移転な
どにより、大気汚染が農村部へ蔓延どにより、大気汚染が農村部へ蔓延



石炭中心のエネルギー消費による大気汚染石炭中心のエネルギー消費による大気汚染

（中国のエネルギー消費の特徴）（中国のエネルギー消費の特徴）
①① エネルギー消費大国であり、需要の伸びが高い。エネルギー消費大国であり、需要の伸びが高い。 19881988～～19981998年、世年、世
界平均伸び率の界平均伸び率の0.10.1％に対して、中国は％に対して、中国は3.13.1％となっている。％となっている。
②② 石炭中心の需要構造は中・長期的にも変わらない。石炭の依存度は、石炭中心の需要構造は中・長期的にも変わらない。石炭の依存度は、

OECDOECD諸国の諸国の2121％に対して、中国は％に対して、中国は6767％である。％である。

（改善対策）（改善対策）
①① 中国では石炭に起因する大気汚染問題を解決するために、石炭から石油中国では石炭に起因する大気汚染問題を解決するために、石炭から石油
や天然ガスに転換する政策が推進されている。問題点としては、石油や天然ガスや天然ガスに転換する政策が推進されている。問題点としては、石油や天然ガス
を輸入するための外資準備高の問題や、工場の生産コストが上昇する問題、内を輸入するための外資準備高の問題や、工場の生産コストが上昇する問題、内
陸の貧困地域での実施可能性に関する問題などがある。陸の貧困地域での実施可能性に関する問題などがある。
②② バイオブリケット（生物材料混合成形炭）。一見、石炭の粉を固めた普通バイオブリケット（生物材料混合成形炭）。一見、石炭の粉を固めた普通
の豆炭と同じだが、表面にツヤがある。それは、着火性と火力を増す木くずやワの豆炭と同じだが、表面にツヤがある。それは、着火性と火力を増す木くずやワ
ラなどの生物材料（バイオマス）と硫黄固定剤の消石灰を混ぜ、高圧で固めてあラなどの生物材料（バイオマス）と硫黄固定剤の消石灰を混ぜ、高圧で固めてあ
るからである。酸性雨の原因のるからである。酸性雨の原因のSOSO22を９割も減らす「環境に優しい豆炭」として、今を９割も減らす「環境に優しい豆炭」として、今
注目されている。この技術は、１９８０年代に日本で開発されながら、石油価格の注目されている。この技術は、１９８０年代に日本で開発されながら、石油価格の
下落で利用されずに眠っていたものを、石炭大国・中国で生かそうという共同研下落で利用されずに眠っていたものを、石炭大国・中国で生かそうという共同研
究の下で実現したものである。価格は石炭の１．５倍だが、将来的に、現地設備究の下で実現したものである。価格は石炭の１．５倍だが、将来的に、現地設備
の導入を進めればもっと値は下がる。の導入を進めればもっと値は下がる。



自動車による大気汚染自動車による大気汚染

全国自動車保有量の約全国自動車保有量の約1/101/10を北京が保有を北京が保有

中国の自動車保有台数は少ないわりに大気汚染の中国の自動車保有台数は少ないわりに大気汚染の
原因となっている原因となっている
（主な理由）（主な理由）
①①道路が少なく、特定の道路に自動車が集中し、道路が少なく、特定の道路に自動車が集中し、
渋滞が激しい渋滞が激しい
②②個別現場の道路建設に重点がおかれ、道路体個別現場の道路建設に重点がおかれ、道路体
系の考慮や交通管理が不十分系の考慮や交通管理が不十分
③③旧式の気化器（キャブレターによる）車が多く、排旧式の気化器（キャブレターによる）車が多く、排
気規制や型式認証試験はあっても、販売後の管理気規制や型式認証試験はあっても、販売後の管理
体制が不十分体制が不十分



中国における排気規制の状況中国における排気規制の状況

１９８３年１９８３年 初めて排気規制を制定（アイドリング初めて排気規制を制定（アイドリングHCHC、、COCO規制）規制）

１９９３年１９９３年 欧州モード法を採用し、規制を強化（欧州欧州モード法を採用し、規制を強化（欧州7070年代相当）年代相当）

１９９７年１９９７年 北京、上海、広州等の大都市で有鉛ガソリンの販売禁止北京、上海、広州等の大都市で有鉛ガソリンの販売禁止

１９９９年１９９９年 １月北京で「ＥＵＲＯ１」相当の排気規制を導入１月北京で「ＥＵＲＯ１」相当の排気規制を導入

１９９９年末まで１９９９年末まで 「ＥＵＲＯ１」「ＥＵＲＯ１」 規制を１９９５年以降販売の使用過程車にも適用規制を１９９５年以降販売の使用過程車にも適用

２０００年２０００年 １月１日全国で有鉛ガソリンの生産禁止。１月１日全国で有鉛ガソリンの生産禁止。77月月11日有鉛ガソリン販売禁止日有鉛ガソリン販売禁止

２００１年２００１年 ７月１日７月１日 全国で気化器車の生産禁止。全国で気化器車の生産禁止。99月月11日気化器車販売禁止日気化器車販売禁止

２００４年２００４年 １月１日「ＥＵＲＯ１月１日「ＥＵＲＯ22」規制に強化」規制に強化



LPGLPG車・車・CNGCNG車の推進車の推進

北京、上海、広州等の大都市では、バス、タ北京、上海、広州等の大都市では、バス、タ
クシーのクシーのLPGLPG化が推進されている。化が推進されている。

中国の中国のLPGLPG車の特徴として挙げられるのは、車の特徴として挙げられるのは、

ほとんどがガソリンと共用の双燃料車というこほとんどがガソリンと共用の双燃料車というこ
とである（気化器車を改造した簡単な構造）。とである（気化器車を改造した簡単な構造）。

第１第１00次次55カ年計画では全国での普及が計画。カ年計画では全国での普及が計画。



大気汚染防治法大気汚染防治法

１９８７年制定・１９９５年・２０００年改正１９８７年制定・１９９５年・２０００年改正
内容内容

①①大気汚染の排出規制大気汚染の排出規制
②②総量コントロールと指定地域制総量コントロールと指定地域制
③③大気汚染防止改善重点都市大気汚染防止改善重点都市
＊全国１１都市を指定＊全国１１都市を指定
④④自動車排ガス対策自動車排ガス対策
＊自動車による大気汚染対策として、排出基準に適合しない自＊自動車による大気汚染対策として、排出基準に適合しない自
動車の製造、販売、輸入が禁止され、また走行が禁止されて動車の製造、販売、輸入が禁止され、また走行が禁止されて
いる。燃料改善への取り組みについて良質燃料の生産と使いる。燃料改善への取り組みについて良質燃料の生産と使
用を奨励し、燃料油の有害物質を減らすための措置をとるこ用を奨励し、燃料油の有害物質を減らすための措置をとるこ
とになっている。とになっている。





中国のエネルギー需要中国のエネルギー需要



排気規制に関する問題点排気規制に関する問題点

（（11）） 触媒の効果と技術の適切性、危険性を無触媒の効果と技術の適切性、危険性を無
視し、強制的に気化器車に触媒を取り付ける規制視し、強制的に気化器車に触媒を取り付ける規制

（２）（２） 北京の「北京の「EUROEURO１」規制の導入は発布から１」規制の導入は発布から
実施までわずか３ヶ月。実際には規制未達の新車実施までわずか３ヶ月。実際には規制未達の新車
が販売され続けたが販売され続けた

（（44）） 無鉛ガソリン化する前に「無鉛ガソリン化する前に「EUROEURO１」規制を１」規制を
導入導入

（（55）） LPGLPG化推進への疑問：「化推進への疑問：「EUROEURO１」規制の達１」規制の達
成は成はLPGLPG化するだけでは不可能化するだけでは不可能

（（66）） 事例試験設備の不足と不慣れ：モード試験事例試験設備の不足と不慣れ：モード試験
の実施には非常に高価な設備と細心の維持管理、の実施には非常に高価な設備と細心の維持管理、
厳密な試験手順が必要だったが準備不足厳密な試験手順が必要だったが準備不足



助動車生産打ち切り助動車生産打ち切り

助動車とは、再開発で郊外に多くの住宅が建設された１９９０年代の初め助動車とは、再開発で郊外に多くの住宅が建設された１９９０年代の初め
から、自転車より長距離通勤に便利な乗り物として爆発的に普及した原から、自転車より長距離通勤に便利な乗り物として爆発的に普及した原
動機付き自転車（排気量動機付き自転車（排気量36cc36cc以下）のこと。以下）のこと。

９３年当時、上海市内の助動車は約１０万台。それが９６年には約５０万９３年当時、上海市内の助動車は約１０万台。それが９６年には約５０万
台に達し、全国の総台数の８０％を占めるまでになった。その間、助動車台に達し、全国の総台数の８０％を占めるまでになった。その間、助動車
に特有の大気汚染が急速に問題化した。に特有の大気汚染が急速に問題化した。

助動車のガソリンエンジンは２サイクルエンジンで、これはガソリンと一緒助動車のガソリンエンジンは２サイクルエンジンで、これはガソリンと一緒
に潤滑油も燃やすため、排ガスに含まれる大気汚染物質が多いと指摘さに潤滑油も燃やすため、排ガスに含まれる大気汚染物質が多いと指摘さ
れている。れている。

上海市環境保護局によると、助動車エンジンの排ガスから出される一酸上海市環境保護局によると、助動車エンジンの排ガスから出される一酸
化炭素、炭化水素、有害顆粒物質を総合すると、大気汚染源としては、化炭素、炭化水素、有害顆粒物質を総合すると、大気汚染源としては、
千数百千数百ccccの乗用車とほぼ同レベルという。の乗用車とほぼ同レベルという。



中国の大気汚染中国の大気汚染 の将来の将来

現在、中国では自動車が急速な勢いで普及現在、中国では自動車が急速な勢いで普及
し始めている。し始めている。

先進国並みの自動車普及率が実現した場合、先進国並みの自動車普及率が実現した場合、
中国の大気汚染の、最大の原因は自動車の中国の大気汚染の、最大の原因は自動車の
排気ガスによるものになる可能性が高い排気ガスによるものになる可能性が高い



ISOISO認証企業数認証企業数

ISO14000ISO14000シリーズの認証を得た企業数・・・シリーズの認証を得た企業数・・・

５０００社以上５０００社以上

（ちなみに日本の登録数は、１２０００以上）ア（ちなみに日本の登録数は、１２０００以上）ア
ジアでは日本に次ぐ取得件数ジアでは日本に次ぐ取得件数



廃棄物・リサイクル廃棄物・リサイクル



高度成長と廃棄物高度成長と廃棄物

建築ブーム・不動産ブーム建築ブーム・不動産ブーム

⇒⇒廃棄物を山積みにするだけ廃棄物を山積みにするだけ⇒⇒上海などでよう上海などでよう
やく環境問題に着手の動きやく環境問題に着手の動き

・産業廃棄物をいかに処理するかが課題・産業廃棄物をいかに処理するかが課題



都市生活のごみ都市生活のごみ

２００２年２００２年 中国６６０都市での生活ごみ総量中国６６０都市での生活ごみ総量
は、１億３６５０万トン（一人当たりは、１億３６５０万トン（一人当たり1.061.06キログキログ
ラムラム 総量の伸び率は総量の伸び率は1.31.3％）％）

ただし生活ごみは減少傾向ただし生活ごみは減少傾向

例：上海例：上海 ６４４万トン（２００１年）６４４万トン（２００１年）⇒⇒４６７万トン４６７万トン
（２００２年）（２００２年）



上海市の都市ごみ運搬量上海市の都市ごみ運搬量
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（出所）『上海統計年鑑 2004』、中国統計出版社、２００４



クリーン生産促進法（１）クリーン生産促進法（１）

２００２年制定「クリーン生産促進法」２００２年制定「クリーン生産促進法」

陝西省、遼寧省、江蘇省や瀋陽、太原などで地方レ陝西省、遼寧省、江蘇省や瀋陽、太原などで地方レ
ベルのクリーン生産に関する政策・法規が制定されベルのクリーン生産に関する政策・法規が制定され
ている。ている。

日本の各種リサイクルシステムが模範とされている。日本の各種リサイクルシステムが模範とされている。

主要都市市内のごみの分別は始まったばかり主要都市市内のごみの分別は始まったばかり



「クリーン生産促進法」（２）「クリーン生産促進法」（２）

・２００３年１月施行・２００３年１月施行

（目的）（目的）

クリーン生産を促進し、資源利用効率を向上クリーン生産を促進し、資源利用効率を向上
させ、汚染物質の発生を減少、回避し、環境させ、汚染物質の発生を減少、回避し、環境
を保護、改善し、人体の健康を保障し、かつを保護、改善し、人体の健康を保障し、かつ
経済と社会の持続的発展を促進する経済と社会の持続的発展を促進する

・生産活動から出る排出物を生産システムとい・生産活動から出る排出物を生産システムとい
う観点から抑制しようという中国では初めてう観点から抑制しようという中国では初めて
の法律の法律



クリーン生産クリーン生産

設計の改善、クリーン・エネルギー及び原料設計の改善、クリーン・エネルギー及び原料
の使用、先進的な工業技術及び設備の採用、の使用、先進的な工業技術及び設備の採用、
管理改善または総合利用などの措置の絶え管理改善または総合利用などの措置の絶え
間ない採用、根本から汚染を削減し、資源利間ない採用、根本から汚染を削減し、資源利
用効率を改善させ、生産、サービス及び製品用効率を改善させ、生産、サービス及び製品
使用の過程における汚染物質の発生または使用の過程における汚染物質の発生または
排出を減少、回避し、もって人体健康及び環排出を減少、回避し、もって人体健康及び環
境に対する危害を軽減し、または除去するこ境に対する危害を軽減し、または除去するこ
とを指す。とを指す。



生活ごみの処理方法

埋め立て

不適正投棄

焼却・堆肥製造



工業固形廃棄物工業固形廃棄物

２００３年で１０億４３０２００３年で１０億４３０
万トン万トン 伸び率伸び率6.36.3％％

リサイクル、リユースなリサイクル、リユースな
どへの総合利用は全どへの総合利用は全
体の体の55.855.8％％

不適正処理は全体の不適正処理は全体の
1.91.9％
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クリーン生産に関する企業の規制措置クリーン生産に関する企業の規制措置

①①毒性が高く、危害が著しい原料の代わりに、無害な原料を採毒性が高く、危害が著しい原料の代わりに、無害な原料を採
用する用する

②②資源効率が低く、汚染物質発生量が多い工業技術・設備の資源効率が低く、汚染物質発生量が多い工業技術・設備の
代わりに資源利用効率が高く、汚染物質の少ない工業技代わりに資源利用効率が高く、汚染物質の少ない工業技
術・設備を使用すること術・設備を使用すること

③③生産プロセスから発生する廃棄物、排水及び余熱などに関し生産プロセスから発生する廃棄物、排水及び余熱などに関し
て総合的利用または循環利用を行うことて総合的利用または循環利用を行うこと

④④国または地方が規定する汚染物質排出基準及び汚染物質国または地方が規定する汚染物質排出基準及び汚染物質
総排出量指標を達成できる汚染防止改善技術を採用するこ総排出量指標を達成できる汚染防止改善技術を採用するこ
とと

⑤⑤製品及び包装物の設計にはライフサイクルアセスメントの観製品及び包装物の設計にはライフサイクルアセスメントの観
点から人の健康や環境に負荷を与えない配慮を行うこと点から人の健康や環境に負荷を与えない配慮を行うこと



中国の環境行政組織概念図

国務院

省級政府 国家環境保護総局
関係部・委員会等
（環境保護部門）



中国の環境保護産業中国の環境保護産業

従事する企業・・・１７０００社、外資系４００社従事する企業・・・１７０００社、外資系４００社

総売上・・・２兆５０００億円総売上・・・２兆５０００億円

雇用総数・・・３１７万人雇用総数・・・３１７万人

環境保護産業：クリーン製品生産、環境保護環境保護産業：クリーン製品生産、環境保護
サービス、廃棄物処理・リサイクル、自然保護サービス、廃棄物処理・リサイクル、自然保護



廃棄物・リサイクル廃棄物・リサイクル

３０万人近い雇用者３０万人近い雇用者

総売上・・・２５０億元（４０００億円）総売上・・・２５０億元（４０００億円）

企業数・・・約３０００社企業数・・・約３０００社

一般廃棄物年間発生量一般廃棄物年間発生量 １億３４００万トン１億３４００万トン

（日本の約３倍：日本の一人当たりの年間排出量よりも多い）（日本の約３倍：日本の一人当たりの年間排出量よりも多い）

都市部のごみ処理施設・・・約７４０施設都市部のごみ処理施設・・・約７４０施設

２００１年のごみ処理施設への投資は、１９９０年の２７倍、年２００１年のごみ処理施設への投資は、１９９０年の２７倍、年

平均２７％の伸び平均２７％の伸び ただし、ごみ処理率は６０％に留まっていただし、ごみ処理率は６０％に留まってい
る。（日本では１００％が当たり前）る。（日本では１００％が当たり前）



中国の産業廃棄物中国の産業廃棄物
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（出所）「中国の環境事情」（『産業の環境』２０
０３年６月）

＊ただし中国の産廃には鉱業、農業系の廃棄物は含まれていない模様



日本企業による公害防止技術の輸出日本企業による公害防止技術の輸出

廃溶剤リサイクルの日本最大手「日本リファイン」廃溶剤リサイクルの日本最大手「日本リファイン」⇒⇒
蘇州に工場を建設。電子機器製造工場などから排蘇州に工場を建設。電子機器製造工場などから排
出される廃溶剤を純度の高い溶剤にリサイクル（２０出される廃溶剤を純度の高い溶剤にリサイクル（２０
０３年１２月稼動）０３年１２月稼動）

蘇州の工業団地には半導体・化学メーカーなど、日蘇州の工業団地には半導体・化学メーカーなど、日
本企業１５０社以上が進出本企業１５０社以上が進出

排水、排ガス、廃棄物の「三廃」市場への進出排水、排ガス、廃棄物の「三廃」市場への進出

三菱重工業・・・大型発電所の排煙脱硫装置の納入、三菱重工業・・・大型発電所の排煙脱硫装置の納入、
ごみ処理設備の納入（深セン、マカオなど）ごみ処理設備の納入（深セン、マカオなど）

荏原製作所・・・ごみ処理施設（ハルビン）など荏原製作所・・・ごみ処理施設（ハルビン）など



自動車排ガス自動車排ガス

日本ガイシ・・・排ガス浄化、省エネ商品、自日本ガイシ・・・排ガス浄化、省エネ商品、自
動車排ガス浄化用セラミックス「ハニセラム」動車排ガス浄化用セラミックス「ハニセラム」
を蘇州で生産、を蘇州で生産、DPFDPF（ディーゼル・パティキュ（ディーゼル・パティキュ

レート・フィルター）生産の現地法人（伊藤忠レート・フィルター）生産の現地法人（伊藤忠
５％、日本ガイシ９５％）５％、日本ガイシ９５％）

⇒⇒２００５年からの中国での排ガス規制「２００５年からの中国での排ガス規制「EUROEURO IIII」に対応」に対応



中国家庭、オフィスでのエネルギー消費増加の傾向中国家庭、オフィスでのエネルギー消費増加の傾向

１９９０年以降の二酸化炭素排出量・・・産業１９９０年以降の二酸化炭素排出量・・・産業
では横ばい、家庭では２０％以上増加では横ばい、家庭では２０％以上増加

現状のままでは、２０１０年に１９９０年比で約現状のままでは、２０１０年に１９９０年比で約
１３０％になる危険性あり１３０％になる危険性あり



製紙業界のリサイクル状況製紙業界のリサイクル状況

製紙業界製紙業界 古紙回収に関する法律・規制はま古紙回収に関する法律・規制はま
だなしだなし 古紙利用率は５０％古紙利用率は５０％ 回収率３２％回収率３２％

日本からの古紙輸入急増日本からの古紙輸入急増 年約１００万トン年約１００万トン

輸入古紙輸入古紙 年約６４０万トン年約６４０万トン

中国国内回収量は１１５０万トン、紙・板紙生中国国内回収量は１１５０万トン、紙・板紙生
産量は年約３２６０万トン産量は年約３２６０万トン



事例：キャノン事例：キャノン

大連の特区でトナーのリサイクル大連の特区でトナーのリサイクル

中国人従業員の手作業でトナーを解体、イン中国人従業員の手作業でトナーを解体、イン
クを入れ替え再生クを入れ替え再生

再生は中国国内だけでなく海外からも自社製再生は中国国内だけでなく海外からも自社製
品の使用済みトナーを集めて行われる品の使用済みトナーを集めて行われる

中国では近年、リサイクル目的で不適正な使中国では近年、リサイクル目的で不適正な使
用済み物品が持ち込まれるケースが多発、用済み物品が持ち込まれるケースが多発、
規制が強化される方向規制が強化される方向



中国の環境関連法規中国の環境関連法規

１９７９年９月１９７９年９月 環境保護法（施行）環境保護法（施行）
１９８２年２月１９８２年２月 汚染課徴金収暫定弁法汚染課徴金収暫定弁法
１９８４年５月１９８４年５月 海洋環境保護法海洋環境保護法
１９８７年９月１９８７年９月 大気汚染防治法大気汚染防治法
１９８８年７月１９８８年７月 汚染源治理基金有償使用暫汚染源治理基金有償使用暫

定弁法定弁法
・１９８９年１２月・１９８９年１２月 環境保護法環境保護法
・１９９５年８月・１９９５年８月 大気汚染防治法改正大気汚染防治法改正
・１９９５年１０月・１９９５年１０月 固体廃棄物環境汚染防治法固体廃棄物環境汚染防治法
・１９９６年５月・１９９６年５月 水汚染防治法改正水汚染防治法改正
・１９９６年１０月・１９９６年１０月 環境騒音汚染防治法環境騒音汚染防治法
・１９９９年１２月・１９９９年１２月 海洋環境保護法改正海洋環境保護法改正
・２０００年４月・２０００年４月 大気汚染防治法改正（２回目）大気汚染防治法改正（２回目）
・２００２年１月・２００２年１月 汚染課徴金徴収使用管理条例汚染課徴金徴収使用管理条例



ダム開発と自然保護ダム開発と自然保護



長江の三峡ダム長江の三峡ダム



長江の中流域の三峡に建設が進む三峡ダム長江の中流域の三峡に建設が進む三峡ダム

１９１９年に孫文が提唱したことから１９１９年に孫文が提唱したことから
始まる始まる
１９５４年の長江大洪水をきっかけに１９５４年の長江大洪水をきっかけに
建設の機運が高まる建設の機運が高まる
１９９３年に着工１９９３年に着工
完成は２００９年の予定で、「万里の完成は２００９年の予定で、「万里の
長城」建設以来の大工事と言われる。長城」建設以来の大工事と言われる。
三峡ダムが目指す総貯水量３９３億三峡ダムが目指す総貯水量３９３億
立方メートルは、日本にあるダムの立方メートルは、日本にあるダムの
貯水総量のおよそ２倍にも相当す貯水総量のおよそ２倍にも相当す
る。る。
工事はほぼ予定通り進み、段階的に工事はほぼ予定通り進み、段階的に
貯水が始まっている。貯水作業自体貯水が始まっている。貯水作業自体
もほぼ予定通り。そもそもの目的でもほぼ予定通り。そもそもの目的で
ある慢性的な電力不足の解消のたある慢性的な電力不足の解消のた
め、発電開始を目指して急ピッチでめ、発電開始を目指して急ピッチで
工事が進められている。工事にとも工事が進められている。工事にとも
ない水没する地域も少なくなく、周辺ない水没する地域も少なくなく、周辺
では移民も進められている。では移民も進められている。



三峡ダムで円滑化する長江の運航三峡ダムで円滑化する長江の運航

三峡ダムの水位落差は68メートルになり、
船の運航のため、｢五段船閘｣（五段水門）が修築。
段ごとに20メートルの高低差を埋める。
現在水位は135メートル(海抜高度)となるので、｢4段｣だけ使い始めている
一番高い5段目は2009年に水位が175メートルになったとき使う予定。
最初から5段目を抜き、4段目の水門に直航。全部の5段を通過するまで、約3時間。
水位の上昇により、三峡地区の長江は黄金水道になり、
川幅が狭く交替通行できなかった場所も四隻の船が同時に通過可能に。



砂漠化砂漠化



中国で進む砂漠化中国で進む砂漠化

黄土高原のある中国甘粛省では、年間降水黄土高原のある中国甘粛省では、年間降水
量は量は300300ミリと少なく、雨は降ってもすぐに黄ミリと少なく、雨は降ってもすぐに黄

土にしみ込み、蒸発してしまう。そのため、こ土にしみ込み、蒸発してしまう。そのため、こ
の地域はたびたび干ばつに見舞われている。の地域はたびたび干ばつに見舞われている。

逆にチッタゴンやパダンでは東京の倍以上の逆にチッタゴンやパダンでは東京の倍以上の
年間降水量がある。年間降水量がある。
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中国の少子化
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